
● 会社概要（2022年9月30日現在）● 株式関連の情報（2022年9月30日現在）

商 号 ユニプレス株式会社
英 文 社 名 UNIPRES CORPORATION
資 本 金 101億6,895万7,400円
従 業 員 数 8,343名（連結ベース）
本 社 〒222-0033

神奈川県横浜市港北区新横浜1-19-20
SUN HAMADA BLDG. 5階
TEL 045-470-8250

発行済株式の総数 47,991,873株

株 主 数 21,631名

連結財務ハイライト 会社情報／株式情報／株主メモ 株主のみなさまへ

証券コード：5949

2022年4月1日から2022年9月30日まで

第2四半期のご報告
第84期

株主のみなさまには平素は格別のご高配に賜り厚く御礼申し上げます。
当社の第84期第2四半期の報告書をお届けするにあたり、一言ご挨拶申し上げます。

当第2四半期累計期間（2022年4月1日～9月30日）の連結業績につきましては、
半導体の世界的な供給不足による得意先の減産影響は残っているものの、為替換算影
響等により、売上高1,331億円、営業利益△27億円、経常利益△14億円、親会社株
主に帰属する四半期純利益△18億円となりました。これまで取り組んできた収益構
造改革の成果により、前年度の収益に比べますと、確実に改善の兆しが見えてきたと
思います。

2022年度の通期業績予想につきましては、半導体不足による生産台数の減少影響
はあるものの、円安傾向及び原材料市況の高騰等により、売上高は当初予想を上回る
見込みとなりました。一方、営業利益につきましては、合理化は計画以上を達成でき
たものの、得意先の減産影響ならびにエネルギー価格の高騰、海外における急激な労
務費の上昇、インフレ影響等により、当初予想を下回る見込みです。経常利益につき
ましては、世界的な円安による為替影響等により、当初予想通りとなる見込みです。
親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、一部の海外拠点において税金費用
の減少が見込まれる結果、当初予想に対し増加する見通しであります。この結果、売
上高、営業利益及び親会社株主に帰属する当期純利益が当初予想から変動することが
見込まれるため、通期の業績予想を修正いたしました。

半導体の供給不足は改善傾向にあるものの、今後も依然不透明な状況にあり、収益
への影響が引き続き懸念されます。一方、新車部品の立ち上げのピークが一段落した
ことから、その量産効果を確実に利益につなげる活動を促進してまいります。更に、
現在取り組んでいる収益構造改革の取り組みを一層強化し、収益の回復を実現してま
いります。

現在、世界的にカーボンニュートラル実現にむけた取り組みが加速する中、自動車
産業では電動化、中でもBEV（※）化の動きが鮮明になってまいりました。

BEV車は、バッテリー搭載分の重量増や航続距離の短さが課題とされております
が、当社の強みであるホットスタンプやハイテン材による車体軽量化技術の適用開発
のノウハウを活かすことで、BEV化への課題に対応してまいります。

また、世の中のニーズの変化に対応できるよう、これまで以上に製品開発・生産技
術開発の水準を向上させ、スピードを上げて取り組む必要があります。

グローバルユニプレスが一丸となってUPS（Unipres Production System）活動
を一層深化させ、変化に耐えうる強靭かつ柔軟な企業体質を構築することで、収益力
と競争力を高め、持続的な成長を目指してまいります。

今後とも倍旧のご支援ご鞭撻をお願い申し上げます。

※BEV：バッテリー式電気自動車

2022年12月

代表取締役 社長執行役員 浦西　信哉
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● 株主メモ

・住所変更等、当社株式に関する手続きにつきましては、お取引の証券
会社等にお問い合わせください。

・未払配当金の支払い、特別口座に記載された株式に関する手続きにつ
きましては、上記株主名簿管理人であるみずほ信託銀行にお問い合わ
せください。

株 主 名 簿 管 理 人
（特別口座の口座管理機関）
の 照 会 先

電子提供制度専用ダイヤル

〒168-8507
東京都杉並区和泉2-8-4
みずほ信託銀行株式会社　証券代行部
TEL 0120-288-324
TEL 0120-524-324

多くの株主様からのご寄付、ありがとうございました
　当社の株主優待制度では、株主様のポイントを社会貢
献活動団体へ寄付していただくことができ、2022年度
も多くの株主様からご寄付をいただきました。
　当社は、株主様からご寄付いただいた合計金額（ポイ
ント）と同額を上乗せし、更に株主様がご利用されなかっ
たポイントも併せて寄付しております。
　株主のみなさまのご支援により、2022年度の下記2
団体への合計寄付金額は2,553,000円となりました。

【寄付先】 ■ 一般社団法人 more trees
 ■ 公益財団法人 交通遺児等育成基金

● 役員（2022年9月30日現在）

ユニプレスの決算情報やニュースリリース、
IRイベントなどの情報を電子メールでタイ
ムリーにお届けします。
メールアドレスを入力するだけで簡単に
登録できますので、ぜひご登録ください。

ご登録方法
● スマートフォンから

2次元コードを読み取っ
て登録

● パソコンから
1. 「ユニプレス」

で検索
2. トップページ右下に

あるピックアップの
「IR情報メール配信」
ボタンより登録

IR情報メール配信のご案内

代表取締役 社長執行役員 浦 西 信 哉
代表取締役 副社長執行役員 尾 越 英 樹
取締役 副社長執行役員 塩 川 進 次
取締役 副社長執行役員 森 田 幸 彦
取締役 副社長執行役員 三 浦 謙 二
取 締 役 土 居 清 志
取 締 役（監査等委員） 伊 藤 芳 雄
取 締 役（監査等委員） 葭 葉 裕 子
取 締 役（監査等委員） 長 谷 川 　 園 　 恵

（注）土居清志氏、葭葉裕子氏及び長谷川園恵氏は、社外取締役であります。
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前第2四半期 当第2四半期

連 結 119,327 133,174

日 本 29,830 42,635

米 州 34,615 36,805

欧 州 18,949 17,157

ア ジ ア 35,932 36,575

（百万円）

前第 2四半期

アジア［ ＋1.8％］

欧州［ △9.5％］

米州［ ＋6.3％］

日本［ ＋42.9％］

当第 2四半期

119,327

133,174
［＋11.6％］

半導体供給不足による影響が軽減し、前年同期比42.9%増
の426億円となりました。

日　本

為替換算影響等はあったものの金型・設備の販売減少によ
り、前年同期比9.5%減の171億円となりました。

欧　州

米　州

為替換算影響等により、前年同期比6.3%増の368億円と
なりました。

得意先の減産影響はあったものの為替換算影響等により、
前年同期比1.8%増の365億円となりました。

アジア

地域別売上高

当第 2 四半期連結累計期間のご報告

営業利益・経常利益・親会社株主に帰属する四半期純利益 中国6番目の生産拠点、ユニプレス武漢会社が本格稼働 カーボンニュートラル社会の実現にむけて

■ 営業利益増減分析 （億円）

△13

△2 △1

14

7△2

△27

△79 27

22

為
替
変
動
に

よ
る
換
算
差

連
結
調
整

操
業
度
及
び

車
種
構
成
変
化
等 生

産
増
強

費
用
等

そ
の
他

合
理
化
効
果

減
価
償
却
費

販
売
管
理
費

2021年度
第2四半期

2022年度
第2四半期

※新車部品準備費用：0前第2四半期 当第2四半期 前年同期比

売 上 高 119,327 133,174 11.6％

営 業 利 益 △ 7,952 △ 2,771 ー　％

経 常 利 益 △ 7,216 △ 1,412 ー　％

親 会 社 株 主
に 帰 属 す る
四半期純利益

△ 7,775 △ 1,839 ー　％

（百万円）2022年度　第２四半期累計期間の連結業績

前期 当期予想 前期比

売 上 高 254,450 314,000 23.4％

営 業 利 益 △ 7,593 3,000 ー　％

経 常 利 益 △ 4,718 5,300 ー　％

親 会 社 株 主
に 帰 属 す る
当 期 純 利 益

△ 7,955 2,500 ー　％

（百万円）2022年度　通期の連結業績見通し

トピックス

　2022 年 9 月、中国湖北省の省都 武漢に設立したユニプレス武漢会社が本格稼働いたしました。

　武漢は、日・米・欧の主要自動車メーカーが集積する地域です。近年、中国の EV 市場が急速に拡大する中、武漢を新たな

生産拠点として、積極的な拡販活動によりビジネス拡大につなげてまいります。

　当社は、「気候変動対策」をマテリアリティ（重要課題）

の一つとし、グループ全体で気候変動の主因とされる温

室効果ガス排出量の削減に取り組み、気候変動への影響

の軽減を図っております。

　長期的には、「2050 年度までに事業活動で排出する

CO2 排出量実質ゼロ」を目標に掲げ、ユニプレスグルー

プ、更にはサプライチェーン全体でカーボンニュートラ

ル達成にむけ取り組んでまいります。

≲ カーボンニュートラルにむけた目標 ≳

TCFDレポートを発行しました

≲ 1850 ～ 1900 年を基準とした世界平均気温の変化 ≳

出典：IPCC_AR6_WGI_Full_Report

　当社は、2021 年度に TCFD 提言への賛同を表明し、

本年 6 月、初めて TCFD レポートを発行いたしました。

　本レポートでは、TCFD 提言に沿って、気候変動に

よるリスクと機会が与える財務影響について、「ガバナ

ンス」、「戦略」、「リスク管理」、「指標と目標」の観点か

ら情報開示をしております。将来的に想定される気温上

昇のシナリオに基づき、リスクと機会を特定、対応策を

決定することで、今後も気候変動への取り組みを継続的

に推進してまいります。

TCFD とは
G20 の要請を受け、金融安定理事会（FSB）により、気候関連の情報開示及び金融機関の対応をどのように行うかを検討するため 2015 年 12 月に
設立された「気候関連財務情報開示タスクフォース（Task Force on Climate-related Financial Disclosures）」のこと

TCFDレポートはWebサイトからご覧いただけます。　https://www.unipres.co.jp/csr/report

（建屋外観）

（プレスエリア）

2018年度 2030年度 2050年度

【CO₂排出量削減目標】
2030年度 事業活動で排出するCO₂排出量30％削減（2018年度比）
2050年度 事業活動で排出するCO₂排出量 実質ゼロ

（2050年度チャレンジ）
サプライヤーとともにCO₂排出量 実質ゼロに取り組む

■事業活動で排出するCO₂排出量削減イメージ

▲30％

実績

【2050年度目標】
CO₂排出量実質ゼロ

【2030年度目標】

CO₂排出量30％削減（2018年度比）
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日 本 29,830 42,635
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半導体供給不足による影響が軽減し、前年同期比42.9%増
の426億円となりました。

日　本

為替換算影響等はあったものの金型・設備の販売減少によ
り、前年同期比9.5%減の171億円となりました。

欧　州

米　州

為替換算影響等により、前年同期比6.3%増の368億円と
なりました。

得意先の減産影響はあったものの為替換算影響等により、
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　当社は、2021 年度に TCFD 提言への賛同を表明し、
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　本レポートでは、TCFD 提言に沿って、気候変動に
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ら情報開示をしております。将来的に想定される気温上

昇のシナリオに基づき、リスクと機会を特定、対応策を

決定することで、今後も気候変動への取り組みを継続的

に推進してまいります。

TCFD とは
G20 の要請を受け、金融安定理事会（FSB）により、気候関連の情報開示及び金融機関の対応をどのように行うかを検討するため 2015 年 12 月に
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2018年度 2030年度 2050年度

【CO₂排出量削減目標】
2030年度 事業活動で排出するCO₂排出量30％削減（2018年度比）
2050年度 事業活動で排出するCO₂排出量 実質ゼロ

（2050年度チャレンジ）
サプライヤーとともにCO₂排出量 実質ゼロに取り組む

■事業活動で排出するCO₂排出量削減イメージ

▲30％

実績

【2050年度目標】
CO₂排出量実質ゼロ

【2030年度目標】

CO₂排出量30％削減（2018年度比）
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● 会社概要（2022年9月30日現在）● 株式関連の情報（2022年9月30日現在）

商 号 ユニプレス株式会社
英 文 社 名 UNIPRES CORPORATION
資 本 金 101億6,895万7,400円
従 業 員 数 8,343名（連結ベース）
本 社 〒222-0033

神奈川県横浜市港北区新横浜1-19-20
SUN HAMADA BLDG. 5階
TEL 045-470-8250

発行済株式の総数 47,991,873株

株 主 数 21,631名

連結財務ハイライト 会社情報／株式情報／株主メモ 株主のみなさまへ

証券コード：5949

2022年4月1日から2022年9月30日まで

第2四半期のご報告
第84期

株主のみなさまには平素は格別のご高配に賜り厚く御礼申し上げます。
当社の第84期第2四半期の報告書をお届けするにあたり、一言ご挨拶申し上げます。

当第2四半期累計期間（2022年4月1日～9月30日）の連結業績につきましては、
半導体の世界的な供給不足による得意先の減産影響は残っているものの、為替換算影
響等により、売上高1,331億円、営業利益△27億円、経常利益△14億円、親会社株
主に帰属する四半期純利益△18億円となりました。これまで取り組んできた収益構
造改革の成果により、前年度の収益に比べますと、確実に改善の兆しが見えてきたと
思います。

2022年度の通期業績予想につきましては、半導体不足による生産台数の減少影響
はあるものの、円安傾向及び原材料市況の高騰等により、売上高は当初予想を上回る
見込みとなりました。一方、営業利益につきましては、合理化は計画以上を達成でき
たものの、得意先の減産影響ならびにエネルギー価格の高騰、海外における急激な労
務費の上昇、インフレ影響等により、当初予想を下回る見込みです。経常利益につき
ましては、世界的な円安による為替影響等により、当初予想通りとなる見込みです。
親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、一部の海外拠点において税金費用
の減少が見込まれる結果、当初予想に対し増加する見通しであります。この結果、売
上高、営業利益及び親会社株主に帰属する当期純利益が当初予想から変動することが
見込まれるため、通期の業績予想を修正いたしました。

半導体の供給不足は改善傾向にあるものの、今後も依然不透明な状況にあり、収益
への影響が引き続き懸念されます。一方、新車部品の立ち上げのピークが一段落した
ことから、その量産効果を確実に利益につなげる活動を促進してまいります。更に、
現在取り組んでいる収益構造改革の取り組みを一層強化し、収益の回復を実現してま
いります。

現在、世界的にカーボンニュートラル実現にむけた取り組みが加速する中、自動車
産業では電動化、中でもBEV（※）化の動きが鮮明になってまいりました。

BEV車は、バッテリー搭載分の重量増や航続距離の短さが課題とされております
が、当社の強みであるホットスタンプやハイテン材による車体軽量化技術の適用開発
のノウハウを活かすことで、BEV化への課題に対応してまいります。

また、世の中のニーズの変化に対応できるよう、これまで以上に製品開発・生産技
術開発の水準を向上させ、スピードを上げて取り組む必要があります。

グローバルユニプレスが一丸となってUPS（Unipres Production System）活動
を一層深化させ、変化に耐えうる強靭かつ柔軟な企業体質を構築することで、収益力
と競争力を高め、持続的な成長を目指してまいります。

今後とも倍旧のご支援ご鞭撻をお願い申し上げます。

※BEV：バッテリー式電気自動車

2022年12月

代表取締役 社長執行役員 浦西　信哉
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営業利益　■第2四半期　■通期 （百万円） 有利子負債 （百万円）

2023年3月期

2021年3月期 △13,789

2022年3月期

△17,642

△7,955 △7,775

△1,839

10.00

2021年3月期

2022年3月期

2023年3月期

10.0010.00

10.00

10.00

親会社株主に帰属する当期純利益　■第2四半期　■通期 （百万円） 1株当たり配当金　■第2四半期末　■期末 （円）

● 株主メモ

・住所変更等、当社株式に関する手続きにつきましては、お取引の証券
会社等にお問い合わせください。

・未払配当金の支払い、特別口座に記載された株式に関する手続きにつ
きましては、上記株主名簿管理人であるみずほ信託銀行にお問い合わ
せください。

株 主 名 簿 管 理 人
（特別口座の口座管理機関）
の 照 会 先

電子提供制度専用ダイヤル

〒168-8507
東京都杉並区和泉2-8-4
みずほ信託銀行株式会社　証券代行部
TEL 0120-288-324
TEL 0120-524-324

多くの株主様からのご寄付、ありがとうございました
　当社の株主優待制度では、株主様のポイントを社会貢
献活動団体へ寄付していただくことができ、2022年度
も多くの株主様からご寄付をいただきました。
　当社は、株主様からご寄付いただいた合計金額（ポイ
ント）と同額を上乗せし、更に株主様がご利用されなかっ
たポイントも併せて寄付しております。
　株主のみなさまのご支援により、2022年度の下記2
団体への合計寄付金額は2,553,000円となりました。

【寄付先】 ■ 一般社団法人 more trees
 ■ 公益財団法人 交通遺児等育成基金

● 役員（2022年9月30日現在）

ユニプレスの決算情報やニュースリリース、
IRイベントなどの情報を電子メールでタイ
ムリーにお届けします。
メールアドレスを入力するだけで簡単に
登録できますので、ぜひご登録ください。

ご登録方法
● スマートフォンから

2次元コードを読み取っ
て登録

● パソコンから
1. 「ユニプレス」

で検索
2. トップページ右下に

あるピックアップの
「IR情報メール配信」
ボタンより登録

IR情報メール配信のご案内

代表取締役 社長執行役員 浦 西 信 哉
代表取締役 副社長執行役員 尾 越 英 樹
取締役 副社長執行役員 塩 川 進 次
取締役 副社長執行役員 森 田 幸 彦
取締役 副社長執行役員 三 浦 謙 二
取 締 役 土 居 清 志
取 締 役（監査等委員） 伊 藤 芳 雄
取 締 役（監査等委員） 葭 葉 裕 子
取 締 役（監査等委員） 長 谷 川 　 園 　 恵

（注）土居清志氏、葭葉裕子氏及び長谷川園恵氏は、社外取締役であります。
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